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・事務局に事前相談を行う。
・実施しているプロジェクトやこれから始めようとするプロジェクト
がJブルークレジットの対象プロジェクトに該当するか確認する。

・プロジェクトの実施場所や関係者を把握し、申請について調整する。

・ブルーカーボン量を把握するために、調査方法を決めて調査を行う。
→この際に、CO2の固定量の算出を行う。

・申請書の記入事項や留意点に従って、申請書を作成し、提出する。
・申請時に確実性の自己評価を行う。

・提出した申請内容確認のため、委員会からの問い合わせや現地検証
に立ち会う。

・必要に応じて、申請書・添付資料の修正を行う。

・申請内容に基づき確実性が評価され、承認されるクレジットが決定
する。
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対象生態系の分布面積は、
一定以上被度の面積や被度
毎の面積を用います。

吸収係数とは、単位面積当たりの CO2吸収量です。藻場生態系
の場合は、単位面積当たりの湿重量とブルーカーボン残存率を
掛けて求めることも可能です。

吸収量算出方法
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①は、1年間で生産される藻体に対する藻

場内や藻場外に堆積する炭素の割合です。

※②は、1年間で海中に貯留される難分解性

溶存有機炭素の割合です。

≓


